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財団法人　海洋生物環境研究所

財団法人海洋生物環境研究所は、発電所の取放水等が海の環境やそ
こに生息する生物に与える影響を科学的に解明する中立的な調査研究
機関として、農林水産省、経済産業省、環境省の共管のもと、昭和５０年
に設立され創立３０年を越えました。

海の豆知識　特別号 平成１8年4月 発行

事　務　局　〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-29 帝国書院ビル5階 q（03）5210-5961
中央研究所　〒299-5105 千葉県夷隅郡御宿町岩和田300 q（0470）68-5111
実証試験場　〒945-0017 新潟県柏崎市荒浜4-7-17 q（0257）24-8300

海の豆知識に関するお問い合わせは、事務局までお願いします。
＜ホームページ＞ http: / /www.kaiseiken.or . jp/

アオギスの里親先一覧

（平成18年3月末現在　順不同）※1  3月2日受渡し済み
※2  2月23日受渡し済み
※3  3月14日受渡し済み

常務理事 村上正美　理事 城戸勝利　事務局長代理 藤井睦博　研究員 山田　裕
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